
取扱説明書
漏れ電流校正器

ＭＯＤＥＬ：３５１５Ａ

１．はじめに
この度は をお買い上げいただきありがとうございます。３５１５Ａ

この取扱説明書は、本製品をお使いになる担当者のお手元に確実

に届くようお取り計らいください。

本製品を安全にご使用いただくために、次の注意事項をお守りく

ださい。

この取扱説明書では、機器を安全にご使用いただくために、次の

ようなシンボルマークを使用しています。

取扱いを誤った場合に、使用者が死亡又は重傷を警告

負う危険な状態が生じることが想定される場合、

その危険をさけるための注意事項です。

取扱いを誤った場合に、使用者が軽傷を負うか、注意

又は物的傷害のみが発生する危険な状態が生じる

ことが想定される場合の注意事項です。

 警 告

・通電中は決して端子に触れないでください。感電の危険があり

ます。

・本装置への印加電圧は、最大３０００Ｖです。

３０００Ｖを越える電圧を印加しないでください。

ケースを開けたり、本体を改造して使用しないでください。

 注 意

・規格データは予熱時間15分以上で規定しています。

・次のような場所では使用しないでください。故障、誤動作等の

トラブルの原因になります。

雨、水滴、日光が直接当たる場所。・

高温、多湿やほこり、腐食性ガスの多い場所。・

外来ノイズ、電波、静電気の発生の多い場所。・

振動、衝撃が常時加わったり、又は大きい場所。・

・規定の保存温度（-20～70℃）範囲内で保存してください。

・前面パネルやケースが汚れたときは柔らかい布でふいてくださ

い。汚れがひどい場合は、水で薄めた中性洗剤に浸した布を、

よく絞ってからふきとり、乾いた布で仕上げてください。

シンナー、ベンジン等の有機溶剤でふくと、表面が変形、変色

することがありますので、ご使用にならないでください。

● 概 要

は，耐電圧試験器の漏れ電流設定値の電流感度を校正す３５１５Ａ

る装置です。

各レンジに適合した試験用負荷抵抗とディジタル電流計を内蔵して

いますので、本装置のみで簡単に漏れ電流の校正ができます。ディ

ジタル電流計はピ－クホ－ルド機能を採用していますので、漏れ電

流測定の最大値を表示し続け、読み取りやすく高精度の測定が可能

です。

● 点 検

製品がお手元に届きましたら、仕様の違いがないか、また輸送上で

の破損がないか点検してください。本装置は厳しい品質管理プログ

ラムによるテストを行って出荷しています。品質や仕様面での不備

な点がありましたら形名・製品番号をお買い求め先又は当社営業所

迄ご連絡ください。

● 使用上の注意

・精密機器のため、運搬その他取り扱いには十分ご注意ください。

・本装置の仕様、規格に適する範囲でご使用ください。

H19.7.1

I-01752

２．仕様

２．１ 設置仕様
耐 電 圧：電源／外箱間 AC1500V １分間

絶縁抵抗：DC500V 100MΩ以上

供給電源：AC100V±10％ 50/60Hz

消費電力：10VA以下

付 属 品：ヒューズ 1A １本

測定リード １組

電源コード １本

２．２ 一般仕様
○感度設定部

定 格 電 圧 ２レンジ ＡＣ３０００Ｖ／１５００Ｖ

定 格 電 流 ２レンジ ＡＣ１０ｍＡ／５ｍＡ

（設定電流調整機能付）

ロータリースイッチによる切替レ ン ジ 切 替

○電流計部

表 示 範 囲 ０～１２．９９ｍＡ

表 示 赤色ＬＥＤ表示 文字高さ１５ｍｍ

ゼロサプレス機能付

分 解 能 ０．０１ｍＡ

確 度 ※３ ±０．３％ of FS

温 度 係 数 ±３００ｐｐｍ／℃（０～５０℃）

サンプリング周期 ２回／秒

整 流 方 式 実効値演算方式

入 力 応 答 約５００ｍｓ

ピ クホ ルド機能 ピークホールド機能付ー ー

（ＯＮ／ＯＦＦ設定可能）

確度※３：２３℃±５℃、４５～７５％ＲＨの状態で規定
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３．各部の名称と機能

①（ＦＩＮＥ） 電流調整用ツマミ。本装置への電流を調整します。

②（ＰＯＷＥＲ） 電源スイッチです。

③電圧電流切替ツマミ 本装置に印加する電圧電流を設定します。

④（Ｅ） 低圧側入力端子です。

⑤（ＩＮＰＵＴ ＨＶ） 高圧側入力端子です。

⑥電流計 本装置に流入する電流を表示します。

⑦ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ機能設定キー・表示 電流計のピークホールド機能を設定します。

（ＰＭランプ点灯で入力電流の最大値を保持します。）

⑧（ＲＥＳＥＴ） 電流計のピークホールド解除スイッチです。

⑨ 供給電源接続コネクタです。付属の電源コードを使用してください。（ＡＣ１００Ｖ ５０／６０Ｈｚ）

下側に１Ａのヒューズを内蔵しています。

⑩（ＧＮＤ） 大地接地用端子です。

⑪提げ手 本装置の移動用提げ手です。
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ＭＯＤＥＬ ３５１５Ａ

３．１ 準 備

(１)本装置の裏面のＧＮＤ端子⑩を接地してください。

(２)耐電圧試験器の電源が投入されていないことを確認してか

ら、本装置のアース端子（Ｅ）④と耐電圧試験器の低圧側端

子（ＬＯＷ）間を付属のケーブルで接続してください。

(３)耐電圧試験器の高圧側出力端子（ＨＶ）と本装置のＩＮＰＵ

Ｔ ＨＶ端子⑤を付属のケーブルで接続してください。

(４)本装置の電圧電流切り替えツマミ③を校正しようとするレン

ジ（接続図の例では１５００Ｖ５ｍＡ）に回して切り替えて

ください。

(５)本装置の電源を投入してください。

(６)本装置のピークホールド機能を使用して電流計の指示値を読

みとる場合は、ピークホールド機能設定キー[Ｐ・Ｂ]⑦を１

秒間押して「ＰＭ」ランプ点灯状態にしてください。次に電

流調整ツマミ①を－側いっぱいに回してください。

（[Ｐ･Ｂ]キーを押す毎に「ＰＭ」「ＢＭ」ランプの点灯状態

が変わります。「ＰＭ」ランプの点灯を確認してください。）

ＰＭ点灯→ＢＭ点灯→ＰＭ，ＢＭ点灯→ＰＭ，ＢＭ消灯

（最大値表示） （現在値表示）

注）[Ｐ･Ｂ]キー以外のキーを操作しないでください。誤って操作すると電流計部の設定内容が変更され、正常な電流

測定が出来なくなることがあります。もし、誤って操作して数字以外の表示が出た場合は一度電源を切って再投

入し、正常な数字表示になるようにしてください。

(７)耐電圧試験器の漏れ電流検出用の上限設定を５ｍＡ（または１０ｍＡ、接続図の例では５ｍＡ）に設定してから耐電

圧試験器の電源を投入し、試験モードを耐電圧試験モードに切り替えてください。

３．２ 操 作

(１)準備が出来ましたら、耐電圧試験器のＳＴＡＲＴスイッチを押して試験を開始し、規定の電圧（接続図の例ではＡＣ

１５００Ｖ）に調整してください。

(２)本装置の電流調整ツマミ①をゆっくり＋側方向に回してください。本装置の電流計の指示値が５ｍＡ付近で耐電圧試

験器の漏れ電流検出機能が働きます。その時、本装置の電流計のピークホールド機能が働き、電流計に表示されてい

る電流値が保持されます。その指示値が５ｍＡに対し規格内であることを確認してください。耐電圧試験器側のＳＴ

ＯＰスイッチを押してください。

本装置のＲＥＳＥＴスイッチ⑧を押すと保持されていた電流値はリセットされ０になります。

(３)耐電圧試験器の漏れ電流検出機能が下限設定の場合は、ピークホールド機能設定キー[Ｐ・Ｂ]⑦を押して「ＰＭ」

「ＢＭ」ランプ共に消灯した状態にし、電流調整用ツマミ①を＋側いっぱいに回してから耐電圧試験器のＳＴＡＲＴ

スイッチを押してください。本装置の電流計の指示値を見ながら電流調整ツマミ①をゆっくり－側方向に回してくだ

さい。耐電圧試験器の漏れ電流検出機能が働き停止する直前の電流計の指示値が規格内であることを確認してくださ

い。

(４)以上の作業が終了しましたら、耐電圧試験器のＳＴＯＰスイッチを押し、電源をＯＦＦにしてください。次に本装置

の電源スイッチをＯＦＦにしてください。
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ＭＯＤＥＬ ３５１５Ａ

保証について

１）保証期間 ３）製品の適用範囲

製品のご購入後又はご指定の場所に納入後１年間と致します。 当社製品は一般工業向けの汎用品として設計・製造されておりますので、

２）保証範囲 原子力発電、航空、鉄道、医療機器などの人命や財産に多大な影響が予想

上記保証期間中に当社側の責任と明らかに認められる原因により当社製品 される用途に使用される場合は、冗長設計による必要な安全性の確保や当

に故障を生じた場合は、故障品の交換又は無償修理を当社の責任において 社製品に万一故障があっても危険を回避する安全対策を講じてください。

行います。 ４）サービスの範囲

ただし、次項に該当する場合は保証の範囲外と致します。 製品価格には、技術派遣などのサービス費用は含まれておりません。

①カタログ、取扱説明書、クイックマニュアル、仕様書などに記載されて ５）仕様の変更

いる環境条件の範囲外での使用 製品の仕様・外観は改善又はその他の事由により必要に応じて、お断りな

②故障の原因が当社製品以外による場合 く変更する事があります。

③当社以外による改造・修理による場合

④製品本来の使い方以外の使用による場合 以上の内容は、日本国内においてのみ有効です。

⑤天災・災害など当社側の責任ではない原因による場合

なお、ここでいう保証は、当社製品単体の保証を意味し、当社製品の

故障により誘発された損害についてはご容赦いただきます。

●この取扱説明書の仕様は、２００７年７月現在のものです。

鶴賀電機株式会社
〒558-0041
〒222-0033

TEL 06(6692)6700 FAX 06(6609)8115
TEL 045(473)1561 FAX 045(473)1557

〒460-0015 TEL 052(332)5456 FAX 052(331)6477
〒141-0022 TEL 03(5789)6910 FAX 03(5789)6920

http://www.tsuruga.co.jp/


